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か
国
で
男　

人
女　

人
計
千　

１８

８８４

９７９

８６３

人
。
そ
の
他
の
国
は　

か
国
で
男

６２

　

人
女　

人
計　

人
。
ア
ジ
ア
諸

３３６

１７２

５０８

国
で
約
８
割
を
占
め
て
い
る
。

　

企
画
課
長　

�
昭
和　

年
市
制

３３

施
行
時
４
万　

人
、
昭
和　

年　

１２４

５３

１０

万
人
突
破
、
平
成　

年　

万
７
千

１３

１０

人
、　

年
後
平
成　

年
お
よ
そ　

２０

３３

１１

万
人
、　

年
後　

万
５
千
人
程
度
。

５０

１０

　

歳
以
上
人
口
平
成　

年
１
万
７

６５

１３

千　

人　

・
９
％
、
平
成　

年
約

１４６

１５

３３

２
万
４
千
人　

・
３
％
、
平
成　

２２

５０

年
２
万
８
千
人　

・
２
％
と
予
測
。

２７

■
小
中
学
生
に
家
族
の
大
切
さ
を

ど
う
教
え
て
い
る
か
等
問
う
た
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

平
成　

年
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

１７

査
の
結
果
日
本
の
人
口
が
予
測
よ

り
速
い
勢
い
で
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
全
国
レ
ベ
ル
で

少
子
高
齢
社
会
が
言
わ
れ
始
め
て

久
し
い
が
、
小
金
井
市
が
ど
う
か

を
知
る
こ
と
で
適
切
な
施
策
が
打

ち
出
せ
る
と
思
う
し
、
全
て
の
政

策
の
基
に
な
る
の
が
人
の
動
態
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
�
市
民
の

戸
籍
数
、
外
国
籍
数
、
ア
ジ
ア
系

そ
の
他
国
系
、男
女
別
。�
人
口
の

推
移
と
予
測
、　

歳
以
上
人
口
は
。

６５

　

市
民
課
長　

�
平
成　

年
１
月

１８

１
日
現
在
戸
籍
数
８
万
５
千　

人
９８８

で
住
民
基
本
台
帳
人
口
に
占
め
る

割
合　

・
６
％
。
外
国
人
登
録
人

７８

口
総
数
は
２
千　

人
で
男
性
千　

３７１

２２０

人
女
性
千　

人
。
ア
ジ
ア
諸
国
は

１５１

小
金
井
市
の
人
口
に
つ
い
て

小
金
井
市
の
人
口
に
つ
い
て

の
懇
談
会
の
開
催
、
学
童
保
育
所

の
時
間
延
長
を
、
連
絡
網
に
携
帯

メ
ー
ル
の
活
用
を
、
防
災
無
線
で

下
校
時
の
見
守
り
を
呼
び
か
け
な

い
か
の
４
点
を
提
案
す
る
。

　

教
育
部
長　

�
犯
罪
か
ら
子
ど

も
を
守
る
に
は
、
子
ど
も
の
視
点

に
立
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
養
成
を
通
じ

て
地
域
の
連
携
を
強
め
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
組
織
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
若
者
の
就
労
支

援
、
雇
用
問
題
へ
の
対
策
強
化
」

を
質
問
し
ま
し
た
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
東
小
金
井
駅
北
口
ま
ち
づ
く

り
用
地
に
市
民
施
設
を
つ
く
る
計

画
に
市
民
の
意
見
要
望
を
反
映
さ

せ
な
い
か
。
�
公
共
施
設
構
想
策

定
の
日
程
と
内
容
は
何
か
。
�
市

民
施
設
計
画
に
市
民
の
意
見
要
望

を
反
映
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
区
画
整
理

事
業
の
日
程
か
ら
本
年
８
月
末
ま

で
に
公
共
施
設
の
配
置
・
利
用
計

画
を
つ
く
る
。
�
こ
れ
ま
で
の
意

向
調
査
を
元
に
計
画
を
つ
く
る
。

　

�
小
学
生
の
安
全
対
策
の
強
化

を
。
�
小
学
生
へ
の
防
犯
教
育
は

人
間
の
信
頼
関
係
を
強
め
る
こ
と

に
配
慮
し
た
も
の
と
し
、
自
主
的

民
主
的
な
地
域
協
力
を
抜
本
的
に

強
め
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�
地
域
の
住
民
や
子
ど
も
関
係
者

東
小
金
井
駅
北
口
の
市
民

東
小
金
井
駅
北
口
の
市
民 

施
設
計
画
に
市
民
の
声
を

施
設
計
画
に
市
民
の
声
を

る
。
段
階
的
に
改
修
し
木
質
化
を

進
め
る
施
工
を
し
て
み
て
は
。
�

今
後
の
学
校
施
設
の
整
備
基
本
計

画
は
。

　

教
育
部
長　

�
多
摩
産
木
材
を

使
用
し
た
事
例
は
な
い
が
、
平
成

　

年
度
の
前
原
小
学
校
舎
増
改
築

１５工
事
に
校
舎
を
一
部
木
質
化
し
た

実
績
が
あ
る
。
�
�
耐
震
補
強
工

事
を
最
優
先
し
、
次
に
大
規
模
改

修
工
事
を
す
る
方
針
で
あ
る
。
多

摩
産
木
材
は
通
常
の
木
材
よ
り
価

格
が
高
く
、
供
給
面
な
ど
で
も
課

題
が
あ
る
が
、
今
後
の
研
究
課
題

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

村
山
秀
貴
（
民
主
党
）

　

木
材
に
は
、
独
特
の
香
り
や
ぬ

く
も
り
に
よ
り
人
の
心
を
和
ま
す

癒
し
効
果
や
、
調
湿
効
果
、
ダ
ニ

の
抑
制
効
果
、
吸
音
効
果
な
ど
の

多
く
の
働
き
が
あ
る
。
多
摩
産
材

を
利
用
す
る
こ
と
は
環
境
保
全
や

産
業
振
興
の
面
か
ら
も
利
点
が
あ

り
、
東
京
都
も
様
々
な
後
押
し
を

し
て
い
る
た
め
都
内
で
木
質
化
教

室
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
小
金
井
市

も
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
と
い
っ
た
多
摩

産
木
材
を
使
用
し
て
小
・
中
学
校

の
教
室
の
床
や
壁
な
ど
の
木
質
化

を
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。
�
今

ま
で
に
市
が
建
設
し
た
建
物
で
多

摩
産
材
を
使
用
し
た
事
例
は
。
�

既
存
の
壁
や
タ
イ
ル
の
上
か
ら
木

材
を
貼
る
工
法
で
効
果
を
得
つ
つ

コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き

多
摩
産
木
材
を
利
用
し
た

多
摩
産
木
材
を
利
用
し
た

学
校
の
木
質
化
を

学
校
の
木
質
化
を
！！

東小金井駅北口周辺

ご
み
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い

ご
み
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い

食
器
リ
サ
イ
ク
ル
を

食
器
リ
サ
イ
ク
ル
を

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

美
濃
焼
産
地
を
視
察
し
、
国
産

粘
土
の
枯
渇
に
対
し
廃
食
器
の
粉

砕
・
再
原
料
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
�
廃
食
器
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
基
本
的
認
識
。
�
燃
や

さ
な
い
ご
み
に
含
ま
れ
る
廃
食
器

の
割
合
。
�
食
器
リ
サ
イ
ク
ル
費

用
は
ト
ン
あ
た
り
２
〜
３
万
円
。

こ
れ
に
相
当
す
る
燃
や
さ
な
い
ご

み
の
中
間
処
理
と
埋
立
て
経
費
は

い
く
ら
か
。
�　

年
度
は
食
器
リ

０６

サ
イ
ク
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
な

い
か
。
�
グ
リ
ー
ン
購
入
方
針
に

よ
り
市
施
設
の
食
器
は
再
生
原
材

料
を
含
ん
だ
エ
コ
マ
ー
ク
認
定
リ

サ
イ
ク
ル
食
器
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
�
学
校
、
保
育
園
給

食
の
食
器
に
導
入
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

�
有
限
な
地
球
資

源
の
有
効
活
用
、
埋
立
て
ご
み
減

量
か
ら
意
義
が
あ
る
。
�
約
２
・

９
％
。
�　

万
円
程
度
。
�
ご
み

１０

処
理
基
本
計
画
で
の
未
活
用
資
源

の
有
効
活
用
は
調
査
検
討
で
あ
り
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
検
討
は
ま
だ
な

い
。
�
可
能
な
限
り
環
境
に
配
慮

さ
れ
た
製
品
を
購
入
す
る
。

　

教
育
部
長　

�
現
在
使
用
し
て

い
る
食
器
と
ふ
ぞ
ろ
い
に
な
る
の

で
全
買
い
替
え
時
に
検
討
。

　

福
祉
保
健
部
次
長　

�
検
討
課

題
に
含
め
て
い
る
。

■
裁
判
例
と
行
政
運
営
の
関
係
に

つ
い
て
も
質
問
し
ま
し
た
。

木質化された廊下

は
中
間
法
人
法
に
基
づ
い
た
有
限

責
任
の
中
間
法
人
で
、
弁
護
士
、

社
会
福
祉
士
、
司
法
書
士
、
医
師

が
委
員
と
な
っ
て
専
門
的
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。
一
方
、
東
京

都
は
平
成　

年
度
に
「
成
年
後
見

１７

あ
ん
し
ん
生
活
創
造
事
業
」
を
開

始
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、

小
金
井
市
と
し
て
近
隣
各
市
と
広

域
的
な
セ
ン
タ
ー
を
作
る
べ
き
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
開
設
後
６
か
月
な
の
で
、

今
後
、
都
の
事
業
を
参
考
に
調

査
・
研
究
し
た
い
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
平
成　

年
に
新
た
な
成
年
後

１２

見
制
度
が
発
足
し
て
、
こ
の
５
年

間
で
東
京
都
で
は
申
立
て
件
数
が

８
千　

件
と
な
っ
て
い
る
。
都
内

７００

で
認
知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精
神

障
害
者
が
約　

万
人
以
上
と
い
わ

２０

れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
制
度
が
十

分
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

な
い
。
本
市
で
の
取
組
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

平
成　

年　
１７

１０

月
に
福
祉
会
館
内
に
小
金
井
市
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

が
、
制
度
の
活
用
が
十
分
で
な
い

の
で
、
普
及
啓
発
に
努
め
る
。

　

�
先
進
事
例
と
し
て
、
調
布
市

で
は
、
多
摩
・
日
野
・
狛
江
・
稲

城
の
各
市
と
多
摩
南
部
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ

成
年
後
見
制
度
の

成
年
後
見
制
度
の 

普
及
促
進
を

普
及
促
進
を

市民の足、ココバス

お
け
る
支
援
、
�
乳
幼
児
健
診
の

充
実
を
強
め
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
小
金
井
市

障
害
者
計
画
推
進
市
民
会
議
な
ど

で
支
援
の
取
組
に
つ
い
て
協
議
し

た
い
。
講
演
会
は
早
い
時
期
に
開

催
を
考
え
た
い
。
�
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

　

教
育
部
長　

�
今
年
特
別
支
援

教
育
推
進
委
員
会
で
検
討
し
、
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、
三
位
一
体
改
革
の

影
響
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
コ
コ
バ
ス
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
懇
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
、

改
善
の
声
を
聞
い
て
き
た
。
北
東

コ
ー
ス
の
コ
コ
バ
ス
と
比
較
し
て
、

利
用
客
数
が
少
な
い
が
、
運
行
時

間
の
延
長
、
ル
ー
ト
の
変
更
、
運

行
回
数
、
停
留
所
の
増
設
な
ど
利

用
者
の
声
を
聞
い
て
改
善
を
す
す

め
な
い
か
。

　

防
災
交
通
課
長　

時
間
の
延
長
、

ル
ー
ト
の
変
更
な
ど
利
用
状
況
、

コ
ス
ト
の
収
支
な
ど
要
望
も
含
め

て
検
討
し
た
い
。

　

�
昨
年
４
月
に
施
行
し
た
発
達

障
害
者
支
援
法
に
基
づ
き
、
発
達

障
害
児
の
支
援
の
た
め
、
�
庁
内

の
推
進
体
制
、
講
演
会
の
開
催
、

�
北
側
へ
の
中
学
校
の
障
害
児
学

級
の
増
設
と
合
わ
せ
、
中
学
校
に

コ
コ
バ
ス
の
改
善
に

コ
コ
バ
ス
の
改
善
に 

つ
い
て
再
び
問
う

つ
い
て
再
び
問
う


